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	本部推進委員
	太　田　真　一（組織拡大局長）

青　木　真理子（組織対策局長）

	担当書記
	藤　岡　知　子（総合労働局）


	項　　目
	内　　　　　容

	(１)　テーマ
	①　自治体における臨時・非常勤等職員の雇用安定と均等待遇の取り組みにかかる課題を明らかにし、検証します。

②　自治体の委託・請負契約労働者の待遇改善を図るため、公契約条例制定の状況等を明らかにし、取り組みの拡大・強化を探ります。

	(２)　特徴的情勢
	人間の生活の基本は「労働」です。現在の派遣労働、委託・請負労働等や、臨時・非常勤等職員に表れている不安定な雇用や労働から、誰もが安心・安定し、尊厳を持って働くことができる雇用や労働の実現を図る必要があります。自治体は重要な雇用の供給源であり、主体的にその責任を果たすべきです。その実現にむけて、公正、良質、安定した雇用や労働の提供、確保に資する自治体の施策、労働組合の役割を検証・検討します。

	(３)　主要論点・実践課題
	●　臨時・非常勤等職員の雇用安定と待遇改善

●　臨時・非常勤等職員の業務分析と賃金

●　入札改革と公契約条例制定にむけて

●　委託・請負契約労働者と指定管理者制度


	項　　目
	内　　　　　容

	(４)　企画内容とプログラム・時間割り（役割分担）
	９：00～９：05　　開会・座長あいさつ（渡邉敏明座長）

1.　自治体における臨時・非常勤等職員の雇用安定と均等待遇の取り組みについて

９：05～９：35　　問題提起

　　　　　　　　　「自治体臨時・非常勤職員をめぐる法制度の状況報告」

　　　　　　　　　　　　上林　陽治

　　　　　　　　　　　　（公益財団法人地方自治総合研究所　研究員）

９：35～10：20　　自治研作業委員会報告「臨時・非常勤等職員の業務分析｣
　　　　　　　　　　　　遠藤　公嗣（明治大学教授・作業委員会座長）

10：20～10：35　　休　　憩

10：35～11：40　　自主レポート報告　４本

11：40～11：50　　フロアからの意見

11：50～12：00　　座長まとめ（渡邉敏明座長）

12：00～13：00　　昼食休憩

2.　自治体の委託・請負労働者の雇用安定と待遇確保の取り組み～公契約条例を中心に～

■公契約条例制定の取り組み拡大・強化にむけたパネルディスカッション
13：00～14：45　　コーディネーター、パネラー紹介

　　　　　　　　【コーディネーター】

　　　　　　　　　基調提起（公契約条例制定の取り組み全般について）

　　　　　　　　　　　吉村　臨兵（福井県立大学教授）

　　　　　　　　【パネラー】

　　　　　　　　　要請レポート報告

　　　　　　　　　「多摩市公契約条例制定にむけた取り組み」

　　　　　　　　　　　鴨志田　修（東京都本部／自治労多摩市職員組合・副執行委員長）

　　　　　　　　　「契約受託労働者にとっての公契約条例の意義」

　　　　　　　　　　　矢野　　等（株式会社ウォーターエージェンシー・リファービッシュ事業部　関西リファービッシュ事業グループ　グループ長）

　　　　　　　　　「公契約条例の理念と原則　再考」

　　　　　　　　　　　上林　陽治

　　　　　　　　　　　（公益財団法人地方自治総合研究所　研究員）

　　　　　　　　　パネル討論

14：45～15：00　　休　　憩

15：00～15：30　　自主レポート報告　３本

15：30～16：05　　フロア討議

16：05～16：40　　パネラー意見

16：40～16：50　　パネルディスカッションまとめ

　　　　　　　　　　　吉村　臨兵（福井県立大学教授）

16：50～17：00　　座長まとめ（渡邉敏明座長）

　　　　　　　　　閉　　会
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